
　がん細胞などを観察する手段として、スライドガラス上の標本を高
精細なデジタル画像にするバーチャルスライド作製装置。フォーカス
設定や前設定が一切必要なく、スタートボタンをワンプッシュするだ
けで標本の形の認識、フォーカス・ホワイトバランス調整が全自動で
行われデジタル化できる。
　10㎜角の標本を20倍の高倍率対物レンズを使い、全視野をオート
フォーカスしながら１分台と高速で撮影するほか、独自のフォーカシ

ング技術を用いることで、染色の薄い標本（免疫染色）や表面状態の悪い標本（凍結切片）でも確実にフォー
カスを合わせ、高精細なデジタル画像が作製できる。
　顕微鏡に代わるバーチャルスライドの機能は現在、主に大学などの病理の現場やテレカンファレンス
に重要な役割を果たしており、研究施設や教育施設において活用されている。
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